
サーベイランスの遺伝子解析

解 説

1. 平成30年10月１日から令和１年9月30日までの遺伝子解析を行った。

2. 遺伝子解析の総数は、291例であった。

3. プリオン蛋白変異では、依然としてV180I変異が最多である。

研究分担者：東北大学大学院医学系研究科 北本 哲之

令和元年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果

R

R

R

A B

C D

E F G

プリオン蛋白遺伝子変異なし 224例
129M/M, 219E/E    198例
129M/V, 219E/E 17例
129M/M, 219E/K 5例
129V/V, 219E/E          1例
129M/V, 219E/K         1例
24bp deletion  2例

プリオン蛋白遺伝子変異あり 67例
P102L 6例
P105L 2例 （うち129M/V 2例）
V180I 46例 （うち129M/V 13例）
E200K 5例
M232R 8例




